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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

７
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

知
っ
て
お
き
た
い
！
雇
用
管
理
の
基
本
〜
ス
ム
ー
ズ

な
採
用
か
ら
円
満
な
退
職
ま
で
〜

経
税
部
・
雇
用
管
理
対
策
講
習
会
シ
リ
ー
ズ
①

日
時　

８
月
１
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

佐
飛
淳
一
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」で
ど
う
な
る
？
〜
制
度
の
概
要
と

事
業
主
に
求
め
ら
れ
る
実
務
〜

経
税
部日

時　

８
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

横
田
誠
氏
（
九
州
歯
科
大
学
名
誉
教
授
、
Ｙ
Ｄ
Ａ
主

宰
横
田
塾
塾
長
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

ペ
リ
オ
ド
ン
テ
ィ
ス
ト
必
見
―
誰
も
言
わ
な
か
っ
た

７
番
問
題
と
咬
合
性
外
傷
の
真
実
―

８
月
度
生
涯
研
修

日
時　

８
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

西
岡
ひ
と
み
氏
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

一
歩
踏
み
込
ん
だ
接
遇
〜
患
者
さ
ん
の
心
和
ま
す
医

院
づ
く
り

歯
科
臨
床
・
学
術
部

日
時　

９
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

林
美
加
子
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
分
子

病
態
口
腔
科
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

成
功
す
る
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
修
復

９
月
度
生
涯
研
修

日
時　

10
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

戸
原
玄
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
大
学
院
医
歯
学
総

合
研
究
科
老
化
制
御
学
系
口
腔
老
化
制
御
学
講
座
高

齢
者
歯
科
学
分
野
准
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

摂
食
・
嚥
下
障
害
の
評
価
と
訓
練

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
演
会

歯
科
医
院
譲
渡
・
貸
与

【
所
在
地
】
大
阪
市
中
央
区

【
最
寄
駅
】
地
下
鉄
谷
町
線

谷
町
四
丁
目
駅
下
車
徒
歩
５

分【
設
備
等
】
チ
ェ
ア
２
台
、

パ
ノ
ラ
マ
１
台
、
デ
ン
タ
ル

２
台
、
技
工
室
、
９
階
建
て

２
階
部
分
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

あ
り
）、
25
坪

【
金
額
】
譲
渡
：
応
相
談
、

貸
与
：
応
相
談
（
目
安
＝
月

額
30
万
、
保
証
金
10
カ
月
分
）

【
連
絡
先
】
藤
井
清

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
０
-
６
２
３
７

-
１
０
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
06
-
６
９
４
３
-
７

０
３
８
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「
人
生
は
楽
し
い
、
こ
の

世
は
美
し
い
」
と
、
お
釈
迦

様
は
涅ね

槃は
ん

に
入
る
前
に
言
わ

れ
た
と
本
で
読
ん
だ
。
あ
る

和
尚
様
に
「
私
も
人
生
と
は

こ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
」

と
、
話
し
た
と
こ
ろ
「
君
の

年
齢
で
は
、
ま
だ
ま
だ
そ
の

言
葉
を
そ
の
ま
ま
表
現
す
る

の
は
早
い
」
と
お
し
か
り
を

受
け
た
。
そ
し
て
、「
そ
れ

を
言
う
な
ら
、
今
の
自
分
の

年
齢
で
、
こ
の
言
葉
に
感
銘

し
、
こ
の
年
齢
で
感
じ
る
人

生
、
こ
の
世
を
こ
の
よ
う
に

思
い
ま
す
」
と
、
話
し
な
さ

い
と
教
え
を
受
け
た
。

　

あ
る
和
尚
様
と
は
交
野
市

星
田
に
あ
る
浄
土
宗
本
願
寺

派
、
中
埜
山
善
林
寺
の
ご
住

職
・
明
石
恵
実
和
尚
で
あ

る
。
和
尚
様
と
は
年
に
数
度

の
食
事
会
、
年
に
一
度
の
一

泊
旅
行
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
私
達
が
勝
手
に
「
修

行
の
食
事
会
」
と
称
し
て
い

る
。

　

私
の
家
は
浄
土
宗
で
和
尚

様
の
お
寺
の
檀
家
で
は
な
い

が
、
小
学
２
、
３
年
生
の
頃

（
昭
和
30
年
頃
）
に
、
和
尚

様
が
青
少
年
の
為
に
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
を
設
立
さ
れ
、
私

も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
和
尚
様
と
の
交

流
を
患
者
さ
ん
に
す
る
と

「
先
生
は
駅
に
つ
い
て
ど
う

思
う
か
」
と
問
わ
れ
た
。

　

２
、
３
日
考
え
、「
私
の

考
え
る
『
駅
』
と
は
、
人
生

は
い
つ
か
終
わ
り
、
往
生
の

期
が
訪
れ
ま
す
。
生
が
終
わ

り
、
現
世
を
去
り
、
極
楽
浄

土
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う

の
が
仏
教
の
言
う
所
の
『
往

生
』
で
あ
り
、
生
が
終
わ
り

『
往
生
』
す
る
こ
と
か
ら

『
現
世
』、
こ
の
世
で
あ

り
、
乗
り
降
り
す
る
と
こ
ろ

の
場
所
、
こ
の
世
、
現
世
が

『
駅
』
と
考
え
ま
す
」
と
答

え
た
。

　

明
石
和
尚
様
に
は
、
こ
の

話
を
し
て
い
な
い
が
今
度
、

お
話
し
た
ら
、
ま
た
ま
た
お

叱
り
を
受
け
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
の
こ
の
頃
で
あ

る
。

　

角
田
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
大
東

市
の
田
中
伸
顕
先
生
で
す
。

ご
縁
が
あ
る
。

　

「
歯
科
医
師
と
し
て
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
努
力

は
認
め
る
が
、
人
生
の
大
切

な
も
う
一
つ
を
勉
強
、
努
力

の
必
要
が
あ
る
」
と
、
和
尚

様
か
ら
、
善
林
寺
に
呼
ん
で

頂
き
、
お
話
を
聞
い
て
い
た

が
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
外

へ
出
て
食
事
会
、
年
に
一
度

の
旅
を
通
し
て
勉
強
を
し
よ

う
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
高
野
山
熊

野
本
宮
、
別
府
湯
布
院
、
愛

媛
霊
峰
・
石
鎚
山
な
ど
、
各

地
に
出
か
け
て
い
る
。
ま

た
、
山
本
氏
の
紹
介
で
、
神

303

和
尚
様
と
の
旅
と
修
行

角
田　

隆
（
交
野
市
）

絵　藤田　進 （河内長野市）

戸
製
鋼
所
保
養

所
、
淡
路
ゆ
う
な

ぎ
荘
へ
も
行
く
こ

と
が
で
き
た
。
そ

の
都
度
、
和
尚
様

の
奥
深
い
お
言
葉

を
い
た
だ
い
て
い

る
。
時
に
は
自

宅
、
診
療
所
に
本

を
届
け
て
く
だ
さ

り
、
知
識
、
心
の

糧
を
増
や
さ
せ
て

　

現
在
の
歯
周
病
学
で
は
、

炎
症
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
え

行
っ
て
お
れ
ば
す
べ
て
の
歯

周
病
は
管
理
で
き
る
と
捉
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
歯

周
治
療
に
取
り
組
め
ば
取
り

組
む
ほ
ど
感
染
対
策
と
し
て

のtypeA

の
治
療
だ
け
で

は
、
臼
歯
部
の
治
療
は
難
し

い
と
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

も
、
７
番
は
最
も
咬
合
を
受

け
続
け
る
大
切
な
歯
で
あ
る

が
、
や
っ
か
い
な
こ
と
に
、

最
も
重
症
化
し
や
す
い
し
、

早
期
に
喪
失
す
る
し
、
さ
ら

に
最
も
難
治
の
歯
で
あ
る
こ

と
も
証
明
し
て
き
た
。
し
か

し
、
近
年
、IL-1

の
遺
伝
子

多
形
の
患
者
で
は
ハ
イ
リ
ス

ク
で
あ
る
と
か
、
様
々
な

biomarker

に
つ
い
て
研
究

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
部
位
特
異
的
歯
周
病

の
特
徴
を
説
明
す
る
に
は
無

理
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
外
傷
因
子
の
関

与
を
考
え
た
い
が
、
こ
れ
ま

で
の
世
界
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス

で
は
、
歯
周
病
と
咬
合
の
関

係
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
咬

合
性
外
傷
は
重
要
で
あ
る
と

長
年
考
え
て
き
た
私
は
、
こ

れ
ま
で
の
咬
合
の
研
究
の
欠

点
は
歯
根
膜
機
能
の
基
本
的

病
態
生
理
が
欠
落
し
て
い
る

こ
と
に
あ
る
と
考
え
、
動
物

と
人
に
よ
る
研
究
を
続
け
て

き
た
。

　

そ
の
結
果
、
歯
周
組
織
が

正
常
の
場
合
と
歯
周
炎
発
生

時
に
お
け
る
早
期
接
触
に

は
、
①
炎
症
性
早
期
接
触

typeA
と
②
咬
合
に
よ
る
外

的
早
期
接
触typeB

の
二
つ

が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
さ
ら
に
、typeB
の
早

期
接
触
が
長
期
に
わ
た
る
と

micro-cementum-crack
に

よ
っ
て
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
ロ

ス
が
生
じ
る
と
い
う
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
世
界
で
初
め
て
明
ら

か
に
し
た
の
で
あ
る
。
特
に

７
番
はtypeB

破
壊
の
好
発

部
位
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　

そ
こ
で
、
咬
合
が
関
与
す

る
場
合
は
、
感
染
型
の

typeA

の
早
期
接
触
だ
け
で

な
く
、
咬
合
型
のtypeB

の

早
期
接
触
の
管
理
が
長
期
維

持
管
理
に
は
重
要
で
あ
る
こ

と
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
ど
う
し
て
も

管
理
が
難
し
い
場
合
は
、
咬

合
力
を
緩
衝
す
る
非
侵
襲
性

の
装
置
Ｐ
Ｓ
Ｄ
が
想
像
以
上

に
有
効
で
、
さ
ら
に
患
者
さ

ん
が
喜
ぶ
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
の
で
あ
る
。
今
回
は
、

歯
列
全
体
の
管
理
に
は
特
に

〝
７
番
問
題
〞
の
解
決
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
〝
新
し
い

パ
ラ
ダ
イ
ム
〞
を
提
案
す

る
。

【
面
談
】
衆
院
〈
共
産
〉
宮

本
岳
志
、
清
水
忠
史

参
院
〈
共
産
〉
辰
巳
孝
太
郎

【
秘
書
対
応
】
衆
院
〈
自

民
〉
岡
下
昌
平
、
大
西
宏

幸
、
と
か
し
き
な
お
み
、
北

川
知
克
、
中
山
泰
秀
、
大
塚

高
司
、
佐
藤
ゆ
か
り
、
左
藤

章
、
長
尾
敬
、
原
田
憲
治
、

神
谷
昇
、
竹
本
直
一
、〈
公

明
〉
北
側
一
雄
、
佐
藤
茂

樹
、
伊
佐
進
一
、
國
重
徹
、

浮
島
智
子
、
樋
口
尚
也
、

〈
民
主
〉
平
野
博
文
、
辻
元

清
美
、〈
維
新
〉
井
上
英
孝
、

松
浪
健
太
、
遠
藤
敬
、
馬
場

伸
幸
、
吉
村
洋
文
、
丸
山
穂

高
、
伊
東
信
久
、〈
無
所
属
〉

上
西
小
百
合
、
参
院
〈
自

民
〉
太
田
房
江
、
柳
本
卓

治
、
北
川
イ
ッ
セ
イ
、〈
公

明
〉
杉
久
武
、
石
川
博
崇
、

山
本
香
苗
、〈
民
主
〉
尾
立

源
幸
、〈
維
新
〉
東
徹
、〈
共

産
〉
山
下
芳
生

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

６
・
４
行
動

要
請
議
員
一
覧

８
月
度
生
涯

研
修
抄
録

―誰も言わなかった７番問題と
咬合性外傷の真実―

ペリオドンティスト必見

横田　誠（九州歯科大学名誉教授、横田塾塾長）


